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形
状 

平
造
り
、
真
棟
、
先
反
り
深
く
、
身
幅
広
い
。 

鍛 
 

板
目
に
杢
交
え
て
流
れ
、
地
沸
つ
い
て
、
地
景
入
り
、
腰
元
に
淡
く
映
り
立
つ
。 

刃
文 

頭
、
谷
と
も
丸
み
の
あ
る
三
つ
の
互
の
目
を
低
高
低
と
繰
り
返
す
三
本
杉
の
亜
風
。
表
裏
揃
い
、
匂
い
口
締
ま
り
、
匂
い
深
い
。 

帽
子 

乱
れ
込
ん
で
先
小
丸
、
返
り
乱
れ
て
長
く
、
表
裏
と
も
玉
を
一
つ
飛
び
焼
き
す
る
。 

茎 
 

生
ぶ
、
先
や
や
細
っ
て
栗
尻
、
刃
方
面
取
り
、
棟
方
角
、
鑢
目
勝
手
下
り
。 

 

大
道
は
初
銘
を
「
兼
道
」
と
云
い
、
正
親
町
天
皇
よ
り
「
大
」
の
字
を
賜
っ
て
「
大
兼
道
」
を
称
し
、
永
禄
十
二
年
頃
に
陸
奥
守
を
受
領
す
る
と
と
も
に
「
大
道
」
に
改
銘
し
た
と
云
わ
れ
る
。 

陸
奥
守
大
道
銘
の
現
存
作
は
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
か
ら
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
十
九
年
間
に
亘
っ
て
見
ら
れ
る
が
作
域
が
広
く
、
銘
振
り
に
も
相
違
の
あ
る
も
の
が
見
ら
れ
同
名
鍛
冶
が
居
た
と
も
云
わ
れ
る
。 

な
お
本
工
は
「
ダ
イ
ド
ウ
」
と
音
読
さ
れ
て
い
る
が
、
受
領
名
は
諱
に
冠
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
来
は
「
ひ
ろ
み
ち
」
か
「
お
お
み
ち
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う 

裏
銘
の
大
縄
賢
物
義
辰
は
常
陸
佐
竹
氏
の
一
族
に
し
て
家
臣
、
生
没
年
は
不
詳
。
は
じ
め
監
物
丞
を
称
し
、
天
正
年
間
以
降
は
讃
岐
守
を
称
し
た
と
云
う
。
従
っ
て
本
作
は
元
亀
天
正
の
境
頃
に
製
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

縮
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